
日本医療検査学会 第 回大会 年 月 日

） 小児期から治療フォローした成人 症候群のキメラ症例
神農 陽子
第 回遺伝性腫瘍エキスパートパネル／中央西日本遺伝性腫瘍コホート会議

年 月 日
） 検査前工程の見直しと工夫
藤田 健太
第 回国立病院総合医学会 年 月 日

） カテーテル関連血流感染症を来した の一例
森 未来
第 回国立病院総合医学会 年 月 日

） 生化学・免疫検査 （ ）改善の取組み
永田 啓代
第 回国立病院総合医学会 年 月 日

） 全自動輸血検査装置 を用いた抗 抗 抗体価測定の院内導入検討
平良 彩乃
第 回国立病院総合医学会 年 月 日

） の乳児解剖 症例報告
神農 陽子
第 回日本病理学会総会 年 月 日

） 多発骨病変を呈した 細胞性リンパ腫の一例 症例報告
磯田 哲也
第 回日本病理学会総会 年 月 日

講演
） 心エコー図検査«よく見るよね～こんな検査依頼どこを見て何を測ればいいの？»「収縮期雑音を

聴取、大動脈狭窄症疑い」
浅井 瑶子

年度岡山県臨床検査技師会生理部門講演会 年 月 日

座長
） 一般演題 ポスター 「検体検査 」

乘船 政幸
第 回国立病院総合医学会 年 月 日

リハビリテーション科 医長 塩田 直史

医長 西﨑 真里

● 診療科の特色

１． 職員構成

専任医師 名 理学療法士 名 作業療法士 名 言語聴覚士 名 リハビリ助手 名

２． 施設基準

心大血管疾患リハビリテーション Ⅰ

脳血管疾患等リハビリテーション Ⅰ

廃用症候群リハビリテーション Ⅰ

運動器リハビリテーション Ⅰ

呼吸器リハビリテーション Ⅰ

がん患者リハビリテーション

３． 対象

脳血管疾患等リハビリテーション・廃用症候群リハビリテーション・運動器リハビリテーション・呼吸

器リハビリテーション・がん患者リハビリテーション は入院患者のみ対応

心大血管疾患リハビリテーション・言語聴覚療法 は入院患者と外来患者ともに対応

リハビリテーション実施比率（領域別）

心大血管 ％

脳血管 ％

廃用 ％

運動器 ％

呼吸器 ％

がん ％

摂食機能療法 ％

４． 日リハビリテーション

リハビリテーションの処方が出ている全ての患者さんに、週末や祝日などの休日に切れ目なくリハ

ビリテーションサービスを提供

５． 褥瘡ラウンド・ ・脆弱性骨折ラウンド・転倒転落ラウンド・ ・排尿ケアラウンド・ ラウンド

等、多くのチーム医療に参加

リハビリテーション実施比率（部門別）

理学療法 ％

作業療法 ％

言語聴覚療法 ％
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● 診療実績

年度作業療法実績（単位）

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

心大血管

脳血管

廃用

運動器

呼吸器

がん

計

年度言語聴覚療法実績（単位）
        

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

脳血管

廃用

呼吸器

計

摂食機能 件数

● 研究業績

学会発表
） 完全 日リハビリテーションの導入後の報告

守谷 梨絵
第 回岡山県作業療法学会 年 月 日

） 肺高血圧症患者の臨床分類別 分間歩行試験の検討
山口 雄太
第 回日本心臓リハビリテーション学会学術集会 年 月 日

） バルーン肺動脈形成術後の慢性血栓塞栓性肺高血圧症患者における運動耐容能への動静脈酸
素含有量較差の影響

年度理学療法実績（単位）

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

心大血管

脳血管

廃用

運動器

呼吸器

がん

計

リハビリテーション科収益推移（過去 年間）

年度 点

年度 点

年度 点

勝部 翔
第 回日本心臓リハビリテーション学会学術集会 年 月 日

） 当院の大腿骨近位部骨折患者に対する骨粗鬆症リエゾンサービスの状況
勝谷 友裕
第 回国立病院総合医学会 年 月 日

） リハビリテーション総合計画評価料における算定要件の不備について
守谷 梨絵
第 回国立病院総合医学会 年 月 日

） 当院における放射線防護衣の管理方法、および点検結果の報告
山内 勇人
第 回 国立病院総合医学会 年 月 日

） 人工膝関節周囲骨折における部位別の可動域予後
和田 千尋
第 回 国立病院総合医学会 年 月 日

） 当院における人工膝関節全置換術後の自宅退院決定因子について
森 雄基
第 回 国立総合医学会 年 月 日

） 当院における脆弱性骨盤骨折術後の歩行能力について
羽田 楓
第 回 国立総合医学会 年 月 日

） 運動療法がバルーン肺動脈拡張術後の慢性血栓塞栓性肺高血圧症患者の運動耐容能に与える
影響とその機序についての検討
勝部 翔
第 回国立病院総合医学会 年 月 日

） 肺血管拡張薬加療中の 群肺高血圧症に対するリハビリテーションの安全性について
勝部 翔
第 回日本心臓リハビリテーション学会 中国支部地方会 年 月 日

講演、研究会
 松尾 剛：令和 年度 中国四国グループ内リハビリテーション領域における業務改善の考え方研修
リハビリテーションにおける管理・運営について

 松尾 剛：令和 年度国立病院機構近畿グループ理学療法士長協議会研修会
岡山医療センターにおけるリハビリ部門の管理・運営について

 守谷 梨絵：国立病院作業療法士協議会中国四国グループ 部会 第 回職場代表 会議
リハビリテーション科における管理運営

 守谷 梨絵：令和 年度 中国四国グループ内リハビリテーション領域における業務改善の考え方
研修 本部研修 伝達研修（ ）

 西崎 真里：令和 年度 循環器研修会
心臓リハビリテーションの目的と患者教育

 勝部 翔：令和 年度 循環器研修会
心不全に対する運動療法
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● 診療実績

年度作業療法実績（単位）

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

心大血管

脳血管

廃用

運動器

呼吸器

がん

計

年度言語聴覚療法実績（単位）
        

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

脳血管

廃用

呼吸器

計

摂食機能 件数

● 研究業績

学会発表
） 完全 日リハビリテーションの導入後の報告

守谷 梨絵
第 回岡山県作業療法学会 年 月 日

） 肺高血圧症患者の臨床分類別 分間歩行試験の検討
山口 雄太
第 回日本心臓リハビリテーション学会学術集会 年 月 日

） バルーン肺動脈形成術後の慢性血栓塞栓性肺高血圧症患者における運動耐容能への動静脈酸
素含有量較差の影響

年度理学療法実績（単位）

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 計

心大血管

脳血管

廃用

運動器

呼吸器

がん

計

リハビリテーション科収益推移（過去 年間）

年度 点

年度 点

年度 点

勝部 翔
第 回日本心臓リハビリテーション学会学術集会 年 月 日

） 当院の大腿骨近位部骨折患者に対する骨粗鬆症リエゾンサービスの状況
勝谷 友裕
第 回国立病院総合医学会 年 月 日

） リハビリテーション総合計画評価料における算定要件の不備について
守谷 梨絵
第 回国立病院総合医学会 年 月 日

） 当院における放射線防護衣の管理方法、および点検結果の報告
山内 勇人
第 回 国立病院総合医学会 年 月 日

） 人工膝関節周囲骨折における部位別の可動域予後
和田 千尋
第 回 国立病院総合医学会 年 月 日

） 当院における人工膝関節全置換術後の自宅退院決定因子について
森 雄基
第 回 国立総合医学会 年 月 日

） 当院における脆弱性骨盤骨折術後の歩行能力について
羽田 楓
第 回 国立総合医学会 年 月 日

） 運動療法がバルーン肺動脈拡張術後の慢性血栓塞栓性肺高血圧症患者の運動耐容能に与える
影響とその機序についての検討
勝部 翔
第 回国立病院総合医学会 年 月 日

） 肺血管拡張薬加療中の 群肺高血圧症に対するリハビリテーションの安全性について
勝部 翔
第 回日本心臓リハビリテーション学会 中国支部地方会 年 月 日

講演、研究会
 松尾 剛：令和 年度 中国四国グループ内リハビリテーション領域における業務改善の考え方研修
リハビリテーションにおける管理・運営について

 松尾 剛：令和 年度国立病院機構近畿グループ理学療法士長協議会研修会
岡山医療センターにおけるリハビリ部門の管理・運営について

 守谷 梨絵：国立病院作業療法士協議会中国四国グループ 部会 第 回職場代表 会議
リハビリテーション科における管理運営

 守谷 梨絵：令和 年度 中国四国グループ内リハビリテーション領域における業務改善の考え方
研修 本部研修 伝達研修（ ）

 西崎 真里：令和 年度 循環器研修会
心臓リハビリテーションの目的と患者教育

 勝部 翔：令和 年度 循環器研修会
心不全に対する運動療法
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